
実施状況
次のステップに向けて期待したい
内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとして
の意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につ
なげている

○事業所と地域とのつき
あい
　利用者が地域とつながりな
がら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

○事業所の力を活かした
地域貢献

　事業所は、実践を通じて積
み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かし
た取り組み
　運営推進会議では、利用者
やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かし
ている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連
絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケア
の実践

　代表者及び全ての職員が
「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介
護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束
しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐
待防止法等について学ぶ機会
を持ち、利用者の自宅や事業
所ないでの虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払
い、防止に努めている

身体拘束をしないケアの実践
に取り組んでいる。報道事件
があった時には、話し合いの
場を設け話題にしている。言
葉や口の利き方にも気を付け
るよう指導している。

時には、日頃の支援の仕方や
態度について職員同士で振り
返る事も大切と考える。

散歩や近隣外出時での挨拶、
町会の行事への参加、ボラン
ティアの方々との交流などを
通し、地域の方々との触れ合
いがある。地元の二つの中学
校の職場体験学習を受け入れ
ている。

理念「共に生きる」がリビン
グに掲示されている。朝の申
し送りやカンファレンスの時
に話題にし、入職時にもしっ
かり説明している。

散歩時には畑での収穫物を頂
くこともあるとの事。中学生
との体験学習の取り組みに於
いては、若い世代に認知症の
理解が深まっていく事を期待
したい。

新入職者には、“ここが生活の場
であること、家族の様に接しその
人がして欲しい支援をしてあげる
事が“生きる”に繋がる、その人
が主である”、と具体的に説明し
ている。今後も理念を大切に、支
援に繋げられたい。
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市町村担当者の方と運営推進会
議を通じ事業所の実情を理解し
ていただいております　家族会
にも来ていただき相談しやすい
現状です
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運営推進会議や家族会への出
席があり、ホームの実情がよ
く伝わっている。行政にも活
かされ、また本ホームの更な
る充実に向け、助言や提案を
もお願いしたい。

介護保険課職員が運営推進会
議に出席している。日頃から
報告や相談がし易い関係にあ
り、協力関係が築かれてい
る。

より多くの家族が出席となる
よう取り組みに期待する。日
頃の支援や事業所の運営につ
いてなど、家族が身近に感じ
られる議題をプラスする等、
工夫をこらしたい。

家族、町会長、市職員、介護相
談員、地域包括支援センター職
員が構成員となり、２か月に１
度開催されている。近況報告、
行事報告、質疑応答からなり、
ホーム内での出来事や現状報告
が細やかに報告出来ている。

玄関の施錠は遅出が出勤時から
17：00まで開放し　身体拘束は
していません　これからも取り
組んでいきます

近隣の町会の行事に参加したり
ボランティアの受け入れ中学生
の職場体験の受け入れ等実施し
ています。ボランティアセン
ターにも出来ることを協力する
旨伝え交流促進に向け努力して
います

久米田病院の医師や認知症ケア
専門士の資格を持つ看護師が地
域包括と共に地域支援を7月か
ら始めたので　系列の事業所で
あるやすらぎも関わりを持つこ
とが増えると思われます

家族様や町会長、介護相談員の
参加に加え地域包括も加わって
くださるようになり　より良い
アドバイスを受けることも多
く、サービスの向上に役立って
います　介護保険課の担当の職
員にもよく質問させていただい
ています
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ホーム名：グループホーム　やすらぎ

実施状況

外部評価自己評価

項目

理念はわかりやすい場所に提示
し入居者一人一人その人らしさ
を大切にし入居者の立場に立っ
たサービスの提供を職員に伝え
ています

毎年　研修に参加し　報告を聞
き資料など閲覧しています　ま
た、朝のカンファレンスなどで
も、度々話をしており　言葉の
暴力についても　職員に意識し
てもらっています



○権利擁護に関する制度
の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活
自立支援事業や成年後見人制
度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納
得
　契約の締結、解約または改
定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、
家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要
望を管理者や職員並びに外部
者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

○運営に関する職員意見
の反映

　代表者や管理者は、運営に
関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、それらを反映
させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員
個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向
上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めてい
る

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一
人ひとりのケアの実際の力量
を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくこ
とを進めている

○同業者との交流を通じ
た向上
 代表者は、管理者や職員が
同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問の活動を通じ
て、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている
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グループホーム間で相互交流の
研修を行いました。情報交換会
も年3回参加し、事業者連絡会
の研修参加等の交流を行ってい
ます　また、合同で認知症カ
フェも行い交流しています

代表者は病院の理事長であり
話し合いなどはありませんが就
業規定に定義されており管理者
が勤務表を作る時　各自の希望
を聞いたりしています。また、
同施設内で三部署会議を開催し
たり　施設長面談などを行い整
備に努めています

資格取得推進の為の協力は惜し
みません　研修の受講を実施し
ています　実践者研修・リー
ダー研修についても環境が整い
次第行っていただきます　今年
も初任者研修を受講しています

施設長及び管理者は職員から
信頼され、会話もよくなされ
ている。チームワーク良く、
今後も意見や提案が出し易い
環境作りを大切にし、反映し
ていって欲しい。

利用者の意見を聞き速やかに対
応し運営に活かしています。ま
た傾聴ボランティアの導入や介
護相談員来所時にも個々の相談
等が話せるようにしています

職員の入退者で生じる問題や業
務内容の変更などもスタッフの
意見を反映し、また理解してい
ただけるよう努力しています。
個々の職員の意見も施設長が面
談する機会を設け反映させてい
ます
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現在は成年後見人制度を使われ
る方は入居しておりませんが
この春　入院した方を　地域包
括に相談し成年後見制度につな
げました　職員研修も積極的に
参加しています

充分に時間を取って説明し理解
を得ております

家族の来訪時、また運営推進
会議や「家族会」開催時等に
表出する機会がある。意見や
要望が出し易い様に、家族と
の関係作りに心掛けている。

家族アンケートは全員から提出
があり、事業所との関係が窺え
た。家族の意見や提案、苦情等
は今後のホーム、支援の充実に
繋がるものであり、積極的に伺
う機会を持たれたい。「家族
会」も有効に活用されたい。

会議の折に職員から意見や提
案が出されている。個々に於
ける支援のより良い方法や、
レクリエーションの内容な
ど、反映させている。



○初期に築く本人との信
頼関係
 サービスの利用を開始する
段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに
努めている

○初期に築く家族等との
信頼関係
 サービスの利用を開始する
段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくり
に努めている

○初期対応の見極めと支
援
 サービスの利用を開始する
段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利
用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え
あう関係
 職員は、本人を介護される
一方の立場に置かず、暮らし
を共にする者同士の関係を築
いている

○本人と共に過ごし支え
あう家族との関係

 職員は、家族を支援される
一方の立場に置かず、本人と
家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場と関係
継続の支援

 本人がこれまで大切にして
きた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支
援

　利用者同士の関係を把握
し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取
組み
　サービス利用（契約）が終
了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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利用者の方から学ぶ事も多く尊
敬する事もあります　常に家族
と同じ思いあるよう意識しなが
ら暮らしを共にしています
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家族様も家庭内でそれぞれ事情
がある場合があり、双方の意見
が食い違う場合は入居者の視点
でお願いする事もあります。家
族様とのきずなが細くならない
援助を行いたいと思います。家
族様とも納得のいく話し合いの
場を持つようにしています

施設見学に来られた時に　自施
設の特徴を紹介した上で　各グ
ループホームでも内容や特徴が
違うことを説明し、他施設の施
設見学も推奨しています。認知
症系の老人施設紹介も実施して
います

センター方式を利用し　ご家族
様から入居者様の様子を教えて
いただき　入居者様の人となり
を理解する努力をしています。
また　施設に来ていただいたり
家庭訪問もさせていただきます

入居後は密にカンファレンスを
行います。家族様に教えていた
だく事も多く　要望等はお話し
いただけるような関係を作るよ
う努力しています

死去された方の葬式の参列や退
居先　入院先に行かせていただ
いています　お手紙を下さる方
には　懐かしいエピソードを加
えたお話を返信しています

道の駅“葉菜の森”やトンボ
池公園、また久米田寺にはほ
ぼ毎月参詣している。家族と
共に通い慣れた理美容院や喫
茶店に出掛ける方もおられ
る。

認知症カフェに参加するよう
になり、新たな馴染みの関係
が出来つつある。場所や人だ
けでなく、楽しみ事や続けて
きた事などにも継続して支援
をお願いしたい。

馴染みの店に出掛けたり　岸和
田城、トンボ池公園　牛滝山等
入居者が足を運んだと思われる
場所に出かけます　近くのお大
師さんの月参りは大寒や炎天下
でない場合は行くようにしてい
ます

孤立しているように感じる時は
他入居者に声をかけ数人で会話
をする等、常に職員が見守り、
お手伝いの内容等のバランスも
配慮しており利用者間の意思疎
通を図る工夫をしています



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方
の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本
位に検討している

○これまでの暮らしの把
握
一人ひとりの生活歴や馴染み
の暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等
の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし
方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計
画とモニタリング

本人がより良く暮らすための
課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現
状に即した介護計画を作成し
ている

○個別の記録と実践への
反映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共
有しながら実践や介護計画の
見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための
事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々
に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスにとらわ
れない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えて
いる地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診
断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援して
いる
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ホームで活き活きと暮らして
いく為に、楽しみ事や頑張る
目標を更に盛り込んだ身近な
介護計画の作成を望む。介護
計画書を見て、全職員が誰の
計画書であるか判るような具
体的なものでありたい。
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毎月のカンファレンスやモニ
タリングを通し、かかりつけ
医に相談したり家族の意見を
聞きながら介護計画を作成し
ている。無理のない計画、出
来る事の維持を大切にした計
画作成を心掛けている。

家族さんからの情報提供や外出
先、外食等本人の意向に添える
よう配慮しています　難しい場
合には　理由を説明しご理解い
ただけるように努力しています

入居者の様子や状態に注意を
払いながら、希望や意向の把
握に努めるよう心掛けてい
る。各々の生活歴を知る事、
意識を持って接する事を職員
に伝えている。

手首の骨折でギブスを使う入居
者に対して看護師がディケアの
理学療法士につなぎ、週3回機
能訓練に来所し　スタッフにも
その他の日のリハビリの仕方を
指導しています。他には　腰痛
の入居者に良質な睡眠をもたら
すため姿勢の指導や靴や嚥下、
車いすの調整等の相談もしてい
ます。

各入居者には担当を決めてい
る。より深く関わりを持つこ
とで、入居者それぞれの思い
に副った支援が出来るよう今
後も努力されたい。

併設病院の主治医がすぐに対応
していただけます　休日、緊急
時も対応して下さいますが　必
要時は看護師　管理者が適切に
支援しています

入居の際にセンター方式を利用
し記入していただき情報収集
し、新たに得た情報はスタッフ
がカンファレンスにかけ共有し
ています

朝夕の申し送り、カンファレン
スで話し合いの場を設けていま
す　数日は経過報告シートに記
載し　心身状態の流れを把握共
有しています　連絡ノートも使
用し共有しています

月に１回　管理者　看護師　正
社員でスタッフ会議を開き　カ
ンファレンスやモニタリングを
行い、日常のカンファレンスで
行った評価も行っています　暮
らしに密着した計画を作成して
おります

個別記録は共有し　全員把握し
ています　毎日の個別記録を参
考にし介護計画の見直しやカン
ファレンスを行います

色々な催しに出かけ交流をして
います。ボランテイアの受け入
れをはじめ　傾聴ボランティア
もお願いしています　生け花が
好きな入居者のために　他のグ
ループホームの花カフェにも出
かけています

併設する病院が主治医となり、
月２回往診を行っている。従来
のかかりつけ医の受診を継続し
ている人も１名いる。希望者は
訪問歯科の受診も受けられる。
１階デイの看護師が施設長とな
り、関係を密に結んでいる。

散歩が日課となり、そのこと
は健康にも繋がっていると思
われる。今後も心身共に健康
な生活が送られるよう、適切
な医療支援の継続を願う。
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○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの
中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるよう支援し
ている

○入退院時の医療機関と
の協働

利用者が入院した際、安心し
て治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを
行っている

○重度化や終末期に向け
た方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期の
あり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共
有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備
え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けて
いる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協
力体制を築いている

避難訓練を実施　散歩時も時々
非常階段を利用しています　町
内会、併設病院等協力体制はお
願いしております　防災の会議
を開き備品も購入しました　施
設外に避難する時に首にかける
防災連絡票も作り置いています

年２回避難訓練を行い、直近
では４月２８日、昼間と夜間
のそれぞれ１階厨房からの出
火を想定した避難訓練を実施
した。昼間は階段昇降が難し
い人も、１階デイサービスの
協力の下安全に避難すること
が出来た。

35 13

安心して納得のいく最期が迎
えられるよう、支援に取り組
んで頂きたい。施設長が看護
師という事であり、今後の積
極的なる支援に期待する。

34

応急手当は実践出来ています
マニュアルも有意義に活用して
います　救急に至る前の段階で
気づくことが出来るよう脱水
排泄　睡眠状態などの変化を共
有しています

33 12

32

入院時には情報提供表を使用し
その人らしく対応していただけ
るように配慮しています　併設
の病院には看護師や管理者が出
向き情報交換しています　緊急
対応の病院には退院後の援助の
仕方などが適切に把握できるよ
うな関係を保つよう努力してい
ます　入院時の洗濯等施設で行
い援助しています

31

元気に自分で自分の事をする方
針に切り替えた為、以前ほど積
極的に看取りをしていない。重
要事項説明書に「看取りに関す
る指針」を設け、重度化し入院
や救急医療処置を必要とする場
合、家族の意向を職員、かかり
つけ医、及び看護師と話し合い
を持ち、どこまで重度化や終末
期を支えていけるか見極め対処
している。

入居時にお話をしてもなかなか
実感される家族さんは少ない為
ある程度の時期に家族さんと向
き合って対話します　その時は
それぞれの思いを文章にし保存
しております

看護師は階下のディケア兼務で
午後やすらぎにきます　毎日の
状況をチェックし服薬の準備な
どを済ませ気づきがあれば職員
に指示がでます。緊急時には時
間は関係なくすぐ対応していま
す

夜間想定では避難場所へ誘導
しても入居者が動いてしまう
という問題が起き、洗濯室へ
誘導する事となった。マニュ
アルの文章では解りにくく実
施訓練を行う重要性を感じた
との事。今後に活かされた
い。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊
重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、
誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や
自己決定の支援
　日常生活の中で本人が思い
や希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮
らし
　職員側の決まりや都合を優
先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれ
の支援
　その人らしい身だしなみや
おしゃれができるように支援
している

○食事を楽しむことので
きる支援

　食事が楽しみなものになる
よう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

○栄養摂取や水分確保の
支援
　食べる量や栄養バランス、
水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態
や力、集会に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じ
ないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用
を減らし、一人ひとりの力や
排泄パターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行ってい
る。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影
響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ
等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

○入浴を楽しむことがで
きる支援
　一人ひとりの希望やタイミ
ングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援
をしている

入浴の時間帯、曜日は決めてい
ますが本人のタイミングや希望
体調により臨機応変に対応して
います夏場のシャワー等必要時
は支援をしています　場合に
よってはディケアの大浴場を利
用しています

42

43 16

40 15

44

45 17

41

朝みんなで日課を決めます　入
床、起床時間は決めていません
外出時は各個人の希望に沿った
場所へ行けるよう支援します

入居者の状態に合わせ　訪問理
美容師をお願いしています。

高齢者にとり、食は大きな楽
しみであり食事に対しても意
欲的な人が多いので、入居者
の好むメニューや希望を伝え
る事で、より楽しみな食事と
なるよう図られたい。

38

自分の意見を押しつけず、入居者
がしたいこと、必要としているこ
と、して欲しいことは何かを考え
る。また尊厳ある自立した日常生
活を営むことが出来るよう、さり
げないケアを心がけている。プラ
イバシーの保護に意識して取り組
んでいる。

39

36 14

37

昼食は１階のデイ、夕食は隣接
地の病院の厨房で調理された食
事を入居者と一緒に盛りつけ、
配膳を行う。細かく刻んでいる
が介護食の人はおらず、皆箸で
食していた。外食に回転寿司や
ファミリーレストラン、認知症
カフェに行ったりしている。

トイレが５ヶ所あり、夜は紙
パンツ昼は失禁布パンツを着
用している。排泄チェック表
をつけ、声掛けをし、トイレ
に誘導している。

盛り付けや片付けは入居者の方
と職員が一緒に行います　職員
も一緒に食事をしています

“自分が恥ずかしいと感じる
事はしない”と指導してい
る。その思いを忘れず、人格
を尊重した行動で支援をされ
たい。

個人情報である記録等は保管場
所を決め施錠できるようになっ
ています。居室への訪問は必ず
声かけを行い言葉づかいもス
タッフ間で討議します

個別対応を大切にしています
言葉にならない行動には「どう
されましたか？」と問うことで
考えることを支援しています

栄養士による献立でバランスよ
く食事が作られています　水分
摂取は確保できるよう配慮して
います　ディルームにお茶を常
備し自由に飲んでいただいてい
ます

各自食後すぐに口腔ケアの声掛
けを行い付き添い援助もしま
す。義歯は夜間、洗浄液につけ
ます

ケアカンファレンスでもトイレ
の介助の仕方、声のかけ方、ふ
き方、誘導の仕方、出来る人出
来ない人に対して等職員間で話
し合いがもたれた。排泄は生き
る意欲にかかわることでこれか
らも大切に大らかに支援を行っ
て頂きたい。

紙パンツから日中は布パンツに
変更になった入居者もおられま
す。トイレ誘導　紙パンツ
パット　紙オムツ等各自に合わ
せ支援しています　排便、排尿
の時間や有無は記録し共有する
事で把握し　羞恥心に配慮しな
がら支援しています。

一面の大きなガラス窓から坪庭
と竹垣が見え、ゆったりとした
開放感のある趣のある風呂に
なっている。毎日３時から、ひ
とり週３回以上の入浴を行って
いる。入浴を拒む人に対して
は、日や時間をおいて声かけを
したり、工夫している。

これからも無理強いすること
なく、くつろいだ気分で入浴
できるよう支援願いたい。

朝食時、おやつ時　フルーツの
提供も多く水分摂取量、散歩や
竹踏みなどの運動量も便秘の予
防対策として対応しています



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やそ
の時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している
薬の目的や副作用、用法や要
領について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

○役割、楽しみごとの支
援

　張り合いや喜びのある日々
を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望
にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるよう支
援している

○お金の所持や使うこと
の支援
　職員は、本人がお金を持つ
ことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自ら
が電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援して
いる

○居心地のよい共用空間
づくり

共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）は、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人
ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りにな
れたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居
室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫を
している

46

午前中、毎日の散歩を日課と
している。散歩リハビリの効
用で、杖が全員取れたとの
事。今後も一人ひとりの移動
の配慮をしながら、外出支援
を大切にして頂きたい。

服薬リストは職員がいつでも見
られるよう個人記録に閉じてお
り事務所に保管　服薬変更は看
護師もしくは管理者から説明し
ています　服薬は複数のスタッ
フがチェックするほかチェック
リストも活用し間違いの無いよ
うに支援しています

天候不順でない限り　散歩に出
かけます　久米田寺のお大師様
の日　道の駅愛彩ランドなど地
域の方と交流することが出来る
場所に出かけています

お花見、盆踊り、だんじり見
物、カフェ、ドライブ等の他
に、雨の日以外毎日４０分くら
い、久米田病院の駐車場まで散
歩をし、朝の光を浴びながら時
にはつばめを眺めることを日課
としている。足腰が鍛えられ、
気分転換や五感を刺激し、元気
な毎日を送っている。

食事の準備、片付け、洗濯干し
など個人の力を見極め手伝って
いただいたり　花壇を作り　手
入れ、水やりをしていただいて
います　毎日外出することが一
番　気分転換になっているよう
です
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54 20
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49 18

51

数人の方がお金を所持していま
す　月参りのお寺にお賽銭を出
したり電話をかける際に使って
います

公衆電話もあり、職員が支援し
電話をかけたり　手紙、ハガキ
は施設の住所を書き加えさせて
いただき　一緒に投函に行きま
す

中庭をガラス戸で囲んだ明るく開
放的な建物で、３６５歩のマーチ
に合わせ手をたたきながら行進し
たり、竹踏みをする。その日の予
定表に午前は散歩、午後は数ある
遊びやゲームの予定の札を貼り出
し、そのゲームの結果（ボーリン
グ、ダーツ、ゴルフ、アーチェ
リー等）の成績表もあり、活発に
興味を持って動ける工夫がしてあ
る。

自分たちが出来る範囲で手
伝った富士山やひまわりの貼
り絵、習字、絵手紙等の作品
や写真が飾ってあり、入居者
や家族の目にもよく止まる。
居心地よく生活し易い様に、
今後も支援、工夫を続けられ
たい。

壁には入居者とともに季節の飾
りつけを作成し　中庭からの採
光は充分取り入れています　温
度計の設置　空気清浄機の設置
等　居心地のよい環境にしてい
ます　トイレも広く使いやすく
なっています

起床時間入床時間は決めていま
せん　散歩やレクの合間は居室
で臥床したり　ソファで休息し
たりと自由に生活されています
スタッフとの信頼関係を密にし
支援しています
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53

50

共有空間は有意義に活用し　観
葉植物を配置し椅子を置いたり
テレビの周りにソファを置くな
ど工夫しています

居室内も広い為個人の愛着のあ
る家具等多くのものを配置して
いただいています　家族さんも
多くの写真や飾り物を持って来
られ　一緒に楽しまれています

高さの調節可能な低床ベッドと
洗面化粧台、エアコン、ナース
コールが備えつけられ、思い出
のもの、大切なもの、好きなネ
コのぬいぐるみや写真等に囲ま
れたその人なりの部屋づくりが
出来ている。

各部屋には時計、カレンダー
と、その人に合わせた日課が貼
られ時間や目的意識を持って行
動している人がいたり、ＴＶで
好きな番組を見て過ごす人もい
る。居心地のよい居室作りに今
後も支援されたい。



○一人ひとりの力を活か
した安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの
「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

55

居室の表札は漢字に振り仮名を
ふっていますが　理解が難しい
方や背の低い方には目線に合わ
せた位置に表札を作っていま
す。トイレ、風呂場もわかりや
すく表示しています



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療
面、安全面で不安なく過ごせ
ている

60
利用者は、戸外の行きたいと
ころへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆっ
たりと過ごす場面がある

57

①毎日ある
②数日に１回ある
③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペー
スで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援するこ
とで生き生きした表情や姿が
みられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足し
ていると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域
住民や地元の関係者とのつな
がりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサー
ビスにおおむね満足している
と思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っているこ
と、不安なこと、求めている
ことをよく聞いており信頼関
係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に１回程度
③たまに
④ほとんどいない


